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論文内容の要旨

メタ磁性体 FeCl z ・ 2Hz O の磁化を1. 5K~14Kの温度範囲で，パルス磁場及び定常場中で詳しく測定

した。高温においては(パルス磁場の場合~8K，定常磁場の場合~4K) ，反強磁性状態(A. F. と略す)

からフエリ磁性状態 (Ms/3) への転移が HCl で， Ms/3状態から強磁性状態(Ms) への転移が Hcz で観測

された。非常にゆっくり変化する磁場中にむいてさえも， HCl では大きなヒステリシスが観測された

が， Hczではヒステリシスは殆んど観測されなかった。温度を下げると(パルス磁場の場合4.5K<T<

7.5K，定常磁場の場合， 3.25Kく T<3.86K) ，磁場上昇時において， A. F. 状態から Ms/2 状態への転

移が起こり，続いて Ms/2状態から Ms/3状態への転移が生じ，最後に Ms/3状態から Ms 状態への転

移が起こる。 Ms/2状態は，この結晶中では高いエネルギー状態であるにもかかわらず，温度を下げる

と安定になる。 2.24K以下の温度では，非常にゆっくり変化する磁場中においでさえも， Hcz に大き

なヒステリシスが観測された。この異常に大きなヒステリシスと，新しく発見された Ms/2 状態の出

現を説明するのに， FeCl z ・ 2Hz O 中で Fe2 + スピン(S=2)の励起が局在しているというモデルを用い

た。観測された大きなヒステリシスの主な原因は，この結晶における大きな， 1 イオン型異方性エネ

ルギーに由来するエネルギーバリアー(このバリアーがスピン反車式を防げる)であることが分かった。

新しいメタ磁性相 (Ms/2:1犬態)の出現は， A. F. 状態から Ms/2状態を作るときは， A. F. 状態の下向き

スピンの一部を簡単に反転すればよいのに対して， A. F. 状態から Ms/3 状態を作るときは， A. F. 状

態の上向き及び下向きスピンの複雑な並びかえが必要で、あるということに由来することが分かった。

FeCl z -2H2 0 におけるメタ磁性相転移とヒステリシスに対する Co2 +スピンの不純物効果についても議

E治した円
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論文の審査結果の要旨

異方性の非常に大きな磁性体にむいては，特異な磁気的性質を示すことがしばしばある。勝又君の

とりあげた FeCl z ・ 2Hz O はこのようなものの・つで， Fez+の強い磁気異方性のために低温でメタ磁

性を示すことが，その一つの根拠とされている。

これまでの研究で，この物質は CoCl z ・ 2Hz O に見られるような 2 段ステップ型のメタ磁性を示す

ことが知られていた。しかし充分低温にむいてこのメタ磁性体には今までにあまり知られていない複

雑な磁気的性質があって，その本質は不明であった。

勝又君はパルス強磁場，むよび其後開発された超伝導マグネットを用いて詳細に磁化過程を調べるこ

とにより，この物質は極端に長い磁気緩和過程があること，そのために秒程度はむろか，場合によっ

ては分から時間のオーダーにわたるヒステリシスがあることをつきとめた。そのために一見奇妙な，

磁場を上げると磁化が減少するようなプロセス，あるいは普通では実現しない磁化ステ y プ，たとえ

ば1/2磁化状態などが現れることを確認している。そしてこれらの本質は Fez +が磁気的に移行しにく

いエネルギーレベルを構成していることにあることを見出した。

これらの成果は理学博士としての論文として充分に価値あるものと認める。
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